
場所 東京外国語大学
　　 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1、西武多摩川線「多磨」 駅下車 徒歩5分）

[お問合せ] 
東京外国語大学 広報・社会連携課
（TUFS Cinema担当） 

TEL  042-330-5441
　     （平日9:00-17:00 12:00-13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp 
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TUFS Cinema とは・・・・・・

東京外国語大学TUFS Cinemaは、
映画を通じ、世界の諸地域における
社会･歴史･文化の理解を深めることを
目的としています。 
今回上映する『狼と羊』は、アフガニス
タン中央部の村落を舞台としています。
気鋭の女性映画監督シャフルバヌ・サ
ダトの長編第一作目であり、監督の実
体験を踏まえ、一般の人々の日常生活
とその社会が描かれます。
政治的・社会的混乱という点に注目が
集まることの多いアフガニスタンにつ
いて、多面的に考察し地域への理解を
深める機会を提供します。

共催  東京外国語大学 TUFS Cinema
　　東京外国語大学南アジア研究センター
協力  Alpha Violet ◇ 井上 俊子 ◇ 東京フィルメックス       　　
　　アテネ・フランセ文化センター ◇ トレノバ
　　東京外国語大学多言語多文化共生センター
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※事前登録がなくてもご来場いた
だくことは可能ですが、事前にご登
録いただくとスムーズにご入場いた
だけます。
定員を超える場合は、事前登録を
済ませた方を優先させていただき
ます。

上映日時

詳細は TUFS Cinema ウェブサイトにて
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映画 『 狼と羊』  本編上映 （86分）
上映後解説／トーク
   登利谷 正人 （東京外国語大学
 

司会 藤井 美佳 （本学卒業生、翻訳者)

入場 無 料
事前登録は
   こ ち ら

アフガニスタン映画特集

14:00上映開始（開場13:40、終了予定16:30）

世界言語社会教育センター 講師）

12月 7日
【土】

狼と羊
Wolf and Sheep
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アフガニスタン中央部の山間部の村で、神話や魔法と共存しながら暮ら
す人々の伝統的な日常生活を、子供たちの姿を中心に描く。
2016年のカンヌ映画祭監督週間でプレミア上映された、アフガニスタン
の映画作家シャフルバヌ・サダトの半自伝的な長編デビュー作。
（2021年・第22回東京フィルメックス特別招待作品
  第22回東京フィルメックスより引用 
  https://filmex.jp/2021/program/specialscreenings/ss10）

2016年／デンマーク、フランス、スウェーデン、アフガニスタン／86分／
ダリー語／日本語字幕／原題  Wolf and Sheep

上映日
2024年12月7日〈土〉 14:00上映開始（13:40開場、16：30終了予定）

会場
東京外国語大学 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1）

お問い合わせ
東京外国語大学 広報・社会連携課（TUFS Cinema担当）
TEL　042-330-5441（平日9：00～17：00  12:00～13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp
Facebook  @tufscinema.pr　 X(Twitter) @tufscinema

入場無料／事前登録制
https://sanda.tufs.ac.jp/event/tc241207form/

監督 ・ 脚本　シャフルバヌ・サダト
出　　　演　セディカ、クドラット、アミナ、サハル

受　賞　歴　第69 回カンヌ国際映画祭監督週間アートシネマ賞

本作について

アフガニスタンは常に戦争、政治的混乱、人権侵害、麻薬、あ
るいはそれらに関わる様々な対応や国際支援、平和構築など
に耳目が集中する傾向があります。これらはいずれも重要な
問題であることに疑いはありません。他方、上記の諸問題に
対処するための政策立案や支援枠組みなどを検討する上で
は、当然ながら実際にアフガニスタンに住む人々の日々の生
活やその社会の実態、問題点についての理解が必要です。
しかし、それらに関する情報は極めて少ないという現実があ
ります。
本作品では、アフガニスタン中央部の村落地帯を舞台に、そ
こで暮らす子供たちに焦点を当てつつ、地域の伝統や慣習、
あるいは生活実態についての様々な側面が描かれます。
アフガニスタンの村落に住む一般の人々の日常生活という
目線から捉えたほとんど唯一の作品であり、同国の社会やコ
ミュニティについて考えるという意味でも画期的な作品で
あると言えます。

アフガニスタン映画特集

登利谷 正人  （東京外国語大学世界言語社会教育センター 講師）
司会 藤井 美佳  （本学卒業生、翻訳者）

上映後解説／トーク

◆JR中央線「武蔵境」駅のりかえ  西武多摩川線「多磨」 駅下車  徒歩5分（ＪＲ新宿駅から約40分）
◆京王電鉄「飛田給」駅北口より多磨駅行き京王バスにて約10分 「東京外国語大学前」下車

交通アクセス

狼と羊
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